
























私の メモに よれば,石 井素介名誉教授が館長の ときに,「収書方針を検
討す る直接的 なきっかけは特別資料の選定基準の抽象性,曖 昧さにある」
と発言 されてし1る。特別資料は1991年 摩で5,661万 円の予算 額であ り,1
件300万 円以上の高額資料 を購入す る 目的で1989年 度に新設 された予算
項 目で ある。そ してその募集対象 は,a.複 数の学問分野 にまたが る基本rl勺
な学術資料,b.学 内の学際的な研究グループが必要 とす る学術資料,c.学
内のユ ニークな研究プロジェク トが必要 とす る学術資料,d.貴 重な大型 コ
レクシ ョンの四つである。
ただ し,収 書方針は特別資料の より具体的な選定基準 として必要 とされ
ただけではない。 当時の石井館長は,1992年3月1日 付けの 『明治大学広
1報』において,性 別資料の問題だ.けでな く,図 書購入費の個人配分による
蔑書構成の歪みや 「図書館全体の蔵書構成のあるべ き方向を見通 した選
書 ・収書体制」の確立の必要性 も指摘 した うえで,「蔵書構城 の適正化 と
内容充実の基本方策の立案を 目的 とする選書委員会」の発足 を報告 して
いる。
ところで,.こ れか らは乳個々の図書館が必要な資料をで きるだけ多 く所
蔵するので はな く,図 書館相互の協力体制の もとに資料 を収集 し,、相互利
用 してい くノ∫向にある?そ の さいには,'も ちろん基本的な資料は個 々の図
書館で保有するとして も,個 々の図書館が特色ある蔵書 を保有す ることが
必要である。もしそ うでなければ,函 書館相互協力体制の もとで明治大学
図書館の存在意義が問われ るζとになるのである。 また,特 色あ や蔵書
を各 図書館が もっ ことにより,1全 体 として蔵書の充実,予 算の効率的使用
が ほか られ ることになる。そ うであれば蔵書の個性化は不可 欠であ り,当
然・そのための収書方針が必要とされ ることになるのセある。こ,うしたこ
とは,当 時の図書委員や図書館員 の共通の認識で もあった。
と りあえず1992年2月27日 に,当 時の石井館長の もとで選書委員会が
開催 された。しか し,実 質的作業は4月 以降になった。1992年4月23日 の
図書委員会において,サ ービス推進委員会の下部機関 として収書方針検討
部会の設置が決定 され,そ の 目的は 「図書館の蔵書構成の適正化 と内容の
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充実を図るための収書方針を策定 し,サ ービス推進委員会に諮ること」 と
された。そ して,5月27日 に第1回 の収書方針検討部会が開催 された。そ
のときの議事録に よると,石 井館長は初めの挨拶で,収 書方針検討部会の
目的は 「本学図書館の蔵書構成を見直 し,将 来の収書方針を策定する」こ
とであると述べている。ただ し,そ の後の収書方針検討部会での議論では,
蔵書構成の見直 しは行われなかった 。それ は,最 終答 申に よると,「まず
収書に関す る理念,方 針,方 法を明らかにし,こ れにそって 『蔵書構成の
見直し』を図るべ きであると考え」たからである。なお,収 書方針検討部
会の委員は平野満教授(文 学部),川 村史郎教授(農 学部),飯 澤文夫氏
(図書館庶務課),内 藤弘之氏(文 献情報課,当 時),野 本俊夫氏(和 泉分
館,当 時)と 委員長である私の6名 であった。5月27日 の第1回 会議以降,
6月24日,.7月9日 に第2回,第3回 の会議を開 き,7月20日 付 けで 中間
答申を図書館サービス推進委員会の納谷廣美座長に提出 した。後期は9月
17日,10月19日,11月16日,11月24日,12月1日に会議を開き,結 局
8回 の会議を行なった。そ して12月1日 付 けで最終答 申書をまとめ,納 谷
座長に提 出した。その結果を踏 まえて,す でに述べたように各教1授会で意
見を求め,1993年6月16日 の 図書委員会において 「収書方針」として承
認 された。
3収 書方針の内容
「収書方針」は,大 き く 「1.収書理念」「II.収書方針(以 下では狭義の
収書方針 とい う)」「IIL収書体制 一収書 に関す る委員会一」の三つ より構
成 されてお り,最 後に 「付記」が付け られている。
まず 「1.収書理念 」であ るが,最 終答 申書 によれば,「 収書に関す る根
本的な悪想」を示 している。収書方針では,図 書館は 「教育 と研究に密着
し,資 料 ・情報センターとして重要な構成要素 」であると位置づけ られて
いる。「蓄積 された資料群は,図 書館の思想,ひ いては大学の思想を表現
する。」のであって,「資料の収集は,社 会 に対する大学図書館の使命で も
ある。」 とされている。そ して,教 育 ・研究 目的をみたし社会 的要請に も
応え られ るように,「基本資料 」お よび 「独 自性 を誇れる個性豊か な資料」
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の二つ を柱 として収書 しなけれ ばな らないと結論づ けられている。ここで
明 らかなように,明 治大学図書館は基本資料 と特色ある資料 との二つを蔵
書構築の基本的視点 としているのである。このよ うな明快 な基本的視点の
導 出は他大学の収書方針や収書理念には見 られず,本 学 「収書方針」の一
つの特徴であろ う。
つ ぎに 「II.収書方針(=狭 義の収書方針)」 であるが,最 終答申書によ
れ ば,「理念 に従った収集の範囲 と基準」を示 している。そ して狭義の収書
方針では,収 書理念での二つの基本的視点を うけて,「収集 は本学の教育 ・
研究を支える基本資料の充実と,本 学の構成員は もとより,図 書館間の相
互利用体制 にも耐 え得 る特色ある資料形成の,二 つ に分けて行 う。」 と明
言 され ている。基本資料 と特色ある資料 とい う収書理念に従い,狭 義の収
書方針では,基 本資料 として収集すべ きもの を一般資料,雑 誌,新 聞に,
また特色ある資料 として収集すべきものも三つに区分 して示 しているので
ある。
一般に蔵書の個性化 とい う場合,そ れ は,'「収書方針」の ここで言って
いる 「特色 ある資料」をいかに充実 させ るか とい うことを意味 している。
「II.収書方針」の 「2.特色ある資料 」では,「個性的な蔵書を構成するた
め,重 点的な収集分野 と範囲を策定」す ると述べて いるのである。
収書方針 であげている特色ある資料の第一は,「既に特色ある資料群 を形
成 している ものの癸展 ・充実」である。収書方針で も例示 は しているが,
最近図書館庶務課 で調査 し,1997年2月28日 付 けで公表 された資料によ
ると,「① 収集を安易に中止することな く,一 層充実 させ る」もの としてア
フリカ文庫,地 方史誌,書 誌書 目,議 会資料,日 本近代文学文庫,藍 田文
庫地図 コレクションがあり,「②特色ある資料群 として発展する可能性のあ
るもの」として ドイツ近現代史,中 国地方史,社 史 ・団体史,記 念論文集,
外国の学位論文,地 図資料があるとい う。また,政 治経済学部の図書委員
である斎藤哲教授によれば,個 性化のための特定の学問分野の集 中的強化
の候補 として,本 学の研究水準が高い一分野 としての考古学,研 究者の多
い分野 としての ドイ ツ史,大 学の将来像に合わせた分野 としての災害,地
球環境 などが考 えられ るとい う(図 書館 スタッフ研修会での報告よ り)。
特色 ある資料の第二は,「本学のアイデ ンテ ィティを確認す るもの」であ
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る。これ も図書館庶務課の調査 によると,明 大文庫,地 域資料,布 施辰治
旧蔵本,木 村文庫,紫 紅園文庫,林 達夫文庫,東 京裁判関係資料が あると
い う。当該大学の関係者の著作,資 料を収集することは多 くの大学図書館
で積極 的に行 なわれてお り,明 治大学 において もとりあえず明大文庫の充
実は不可欠であろ う。なお,た とえば東洋大学白山図書館の 「個性形成の
テーマ」は 「井上 円了と明治思想」であ るとい う。これに倣えば,フ ラン
ス法関係の資料 も候補 として考えられるであろ う。一また本学 には,図 書館
事務部とは別 に歴史編纂事務 室があって,明 治大学としてのアイデ ンテ ィ
ティを確 認する作業を行 っているが,資 料の収集については漏れや不要な
重複が ない ように調整す る必要があ る。 ただ し,収 集 された資料の所在
デ ータについてはすで に一元管理 されている。
特色 ある資料の第三は,「大型 コレクシ ョン」である。「本学の個性を形
成するにふさわしい」かど うかはともか くとして,図 書館庶務課の調査 に
よると,黒 川家 旧蔵書 と毛利家 旧蔵書が あ り,今 後新たに形成することが
考えられるコレクシ ョンとして中国研究,ア ジア近隣諸国資料,カ ナダ研
究があ るという。 また,1989年 度 より特別資料 として高額の資料が購入
され てお り,と くに1995年 度に購入 された故 カール ・ボーズル教 授所蔵
コレクシ ョンは全体で約13,000冊,費 用 は総額で約4,60C万 円という大型
の ものである。
「収 書方針」で 「II.収書方針(=狭 義の収書方針)」 のつぎに取 り上げ
られているのが,「III.収書体制一収書に関す る委員会一」であ る。ここでは
まず,収 書委員会が 図書館長の もとに置かれて,「収書 に関す る政策決定」
を行 うことが述べ られている。もっとも,「政策決定」といって も最終的な
決定は図書委員会で行われ るのであるか ら,図 書館長か ら諮問 された内容
を検討 し,そ の結果を図書館長に報告することが任務であろ う。 また,収
書委員会は 「必要 に応 じて各種委員会を設置す る。」のであ るから,そ れ
ら下位の各種委員会の検討結果を調整す る役割 も担 ってお り,そ の点で収
書に関する上位委員会 と位置づ けられる。前述の最終答 申によれば,「図書
館は収書委員会 を頂点 とす る収書体制のなかで常に収書理念 を反映させ,
学内外の要請に応え得 る資料の収集 と維持に努め」るのである。なお,今








画と選書を行 う特別資料選定委員会,最 終答申によると 「学習用図書予算







































































である。そして,現 在の研究用30%,学 習用30%,逐 次刊行物30%,特 別
資料10%と いう配分比率を改め,個 性化のために10%を 配分 し,そ のため
の財源 として研究用を25%に,学 習用も25%に 引き下げてみてはどうだ
ろうか。たとえそのようにしても,研 究用については個人配分をやめるこ





る。 もちろんそのためには,現 在の予算項 目の再検討が不可欠である。
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資料 明治大学図書館の収書に関する基本方針
1.収 書 理 念
明治大学は 「学術の理論と応用とを教授研究 して,有 為の人材を育成し,文 化
の発展と人類の福祉に貢献することを目的」(明治大学学則)と して設置された。
図書館はこの大学の使命である教育と研究に密着 し,資 料 ・情報センターとして
重要な構成要素をなすものである。
1985年,図 書館では 「U-PLAN21」 で,「図書館は大学のシンボルであり,大学の
真価が問われる場である」として,あ るべき図書館の姿を三つのU,即 ち,「Urbanity
都市型の開かれた図書館」「Uniqueness特 色ある資料と活動」「Universality
多面的サービス」で表わ し,変 貌 して行く大学の教育 ・研究と,情 報要求や情
報媒体の多様化にも,十 分応え得る図書館構想を提示した。





図書館は,本 学の教育 ・研究目的にそい,か つ社会的要請にも十分応え得る資
料収集を旨とし,基 本資料と独 自性を誇れる個性豊かな資料を二本の柱とした蔵
書構築を目指さなければならない。
II.収 書 方 針
図書館は,大 学の行う教育 ・研究の目的を所蔵資料の中に具現すべく,一 定の
方針をたて,資 料を収集 し蔵書を構築しなければならない。収書方針は収書理念





































個性的な蔵書を構成するため,重 点的な収集分野 と範囲を策定し,特 色ある資
料の充実を図る。
1.既 に特色ある資料群を形成しているものの発展 ・充実
アフリカ文庫,地 方史(誌),書 誌 ・書目,議 会資料,日 本近代文学文庫
など,す でに種々の契機 経緯で系統的に収集 され,特 色ある資料群を形
成 しているものがある。これらについては,収 集を安易に中止することな
く,一 層充実させる。









III.収 書体制 一収書 に関す る委員会一
1.収 書 委 員 会
図書館長のもとに収書委員会を置き,収 書方針の審議,全 館的な収書計画(年'




































⑤ 学内他機関に系統的 ・網羅的に収集 ・所蔵 されているもの
⑥ 著 しく高額なもの
⑦ 実用的,娯 楽的性格のもの
⑧ 資料 としてよりも美術品,文 化財 としての性格の強いもの
⑨ その他,大 学図書館の利用者のレベルに及ばないもの
2)寄 贈資料の収書方針,選 択基準は購入資料に準じ,日 常的な選定は学習用
選書委員会で行 う。大型寄贈資料については,別 途基準を作成する。
以 上
一31一
